
昼光・照明

光源の種類

白熱灯
アルゴンと窒素　封入

演色性は高い

ハロゲン灯
白熱灯の寿命を延長

店舗などのアクセント照明

蛍光灯

白熱灯の１/３の電力　電灯効率３倍

寿命；5000～10,000時間

周囲温度により効率のムラ
20～25℃が
効率が良い

水銀灯
高圧水銀灯

蛍光水銀ランプ

メタルハライド灯

ナトリウム灯

白熱電球

蛍光灯の特徴

LEDランプ
小型、軽量、省電力、長寿命、
熱放射が少ない

Hf蛍光ランプ 高周波点灯専用型蛍光ランプ

タスク・アンビエント照明
タスク（視対象物）とアンビエント（天井・壁・床
など）作業者の周辺を効果的に配置する照明方式

光束法 視作業面の平均照度E（lx）

天空率 明視

明るさ 照度分布は均一が望ましい

対比 作業面又は対象物とその周囲の輝度の差

大きさ 劇場で表情が見える範囲は20m程度まで

時間 対象物を見るのに要する時間

グレア
グレアインデックス方式

輝度規制方式

CIE標準曇天空 天空輝度分布

VDT作業
Visual Display Terminal)

反射グレアの防止

発光効率

演色性 視対象の色の見え方に及ぼす光源の性質　

色温度

均斉度

色温度 相関色温度

蛍光ランプ
昼白色；6500K

電球色；3000K

LED
昼白色；5000K

電球色；2700K

昼白色は電球色に比べて相関色温度が高い

光の単位

光度cd

光束lm

照度lx単位面積当たりの入射する光束の量

光束発散度lm /㎡

輝度cd /㎡

単位面積あたりの光度

光度の面積密度

特定の方向から見たときの明るさ

照度と反射率の積に比例

光の法則
逆自乗の法則距離の２乗に反比例し入射角の余弦（cos）に比例

余弦の法則光源の明るさに比例

昼光率

直接昼光率

間接昼光率

全天空照度普通の日(標準の状態)の場合15,000lx程度

配光曲線
光源の中心を原点として各方向へ
の光度を極座標で示したもの

窓の高さと明るさ

横長窓、縦長窓

集中した窓、分散した窓

高所の頂側窓北側採光安定した光環境

順応
明順応

暗順応

採光設計

適当な照度一様な照度である

1日中の照度変動を極力小さく

まぶしさを感じる場所を減らす

R3
7

照明に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

1 ．ある視対象面の明るさは、その面に入射する光から求
められる照度のみからでは、予測することができない。

2 ．CIE標準曇天空では、天頂に対する相対的な輝度分布
は、方位にかかわらず、高度のみにより決まる。

3 ．配光曲線は、光源の各方向に対する照度の分布を示す
ものである。

❌

4 ．平均演色評価数（Ra）は、相関色温度が同じ光源
であっても異なる場合がある。

R2
7

照明に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。   

1 ．反射面の光束発散度は、その面の輝度に反射率
を乗じたものである。

❌

2 ．白い背景のもとで黒い文字を読むよう
な場合、対象と背景の輝度の対比が大きい
ほど視力が上がる。

3 ．光束は、単位時間当たりに流れる可視光範囲の放射エネルギ
ーの量に比視感度の重みづけを 行った値である。

4 ．一般に、照度均斉度が大きい視作業面
ほど、照度分布が均一に近いものとなる。

R元
7

図のような点光源に照らされた水平な受照面上
の点Ｐにおいて、（I  点光源の光度）、r（点光
源から点Ｐまでの距離）、i（点光源から点Ｐへ
の入射角）及び点Ｐにおける水平面照度の組合
せとして、最も不適当なものは、次のうちどれ
か。ただし、点光源の配光特性は一様なものと
する。

H29
7

昼光・照明に関する次の記述のうち、最も不適当なもの
はどれか。

１．光束は、ある面を単位時間に通過する光の放射
エネルギーの量を、視感度で補正し た値である。

２．受照面が均等拡散面である場合の輝度は、照
度と反射率の積に比例する。

３．長時間の精密な視作業のための基準昼光率
は、２％である。

❌

４．設計用全天空照度は、普通の日(標準の状
態)の場合、15,000lxを用いることが多い。

H28
7

昼光・照明に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．輝度は、光源面だけではなく、反射面及び
透過面についても定義できる。

２．昼光率は、室内各部の反射率の影響
を受ける。

３．配光曲線は、光源の各方向に対する
輝度の分布を示すものである。

❌

４．光幕反射を減らすためには、光が視線
方向に正反射する位置に光源を配置しない
ことが重要である。

H27
7

図のような点光源に照らされたＡ点、Ｂ点、Ｃ点の
水平面照度の大小関係として、正しいものは、次のう
ちどれか。ただし、点光源の配光特性は一様なもの
とし、反 射は考慮しないものとする。

１ ○

H26
７

昼光・人工照明に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか

１．人工照明により全般照明を行う場合、照度の均斉
度は、1/10程度あればよい。

❌

２．学校の普通教室の昼光率は、２％程度あればよい。

３．光束は、ある面を単位時間に通過する光の放射エネルギ
ーの量を、視感度で補正した値である。

４．蛍光水銀ランプは、白熱電球に比べて、色温度は高く、
演色性は低い。

H25
７

昼光・照明に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

１．均等拡散面上における輝度は、照度と反射率と
の積に比例する。

２．人の目には明るさの変化に順応する能力があ
り、明順応より暗順応のほうが時間を要する。

３．昼光率は、天空の輝度分布が一様であれば、
全天空照度の影響を受けない。

４．白熱電球のランプ効率は、蛍光ランプに比
べて周囲温度の影響を受けやすい。

❌

R4
７

 図のような水平に取り付けられた下面発光形の円形光源A と、それと同
じ面積で 45°傾いた位置にある下面発光形の円形光源B が、イ～ホの条
件を満たす場合、次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。

条件
イ．光源A の中心とその鉛直下にある点P との距離は、r mである。
ロ．光源B の中心と点P との距離は、r mである。
ハ．光源A 及び光源B は、等輝度均等拡散の発光面である。ニ．光源
A 及び光源B の面積はS m2、輝度はL cd/m2である。ホ．光源A 及び
光源B の外縁と点P との距離は、d mである。

1．光源A の点P に対する立体角投射率（％）は、   S   /　π　d2× 
100 である

2．光源B の点P に対する立体角投射率（％）をCB とすると、光源
B による点P の水平面直接照度（lx）であるEBPは、πL ×CB   × cos 
45°である。

❌

3 ．光源A による点P の水平面直接照度（lx）であるEAP と、光源
B による点P の水平面直接照度（lx）であるEBP の関係は、EAP ＞ 
EBP である。

4 ．r が光源A の直径の 10 倍以上の場合、一般に、光源A は点P に
おいて点光源とみなせる。


